
 

 

 

 

 

緩和ケア普及啓発に関する活動報告書 

提出日 平成 27 年 6 月 2 日 

 

緩和ケア普及啓発活動についての報告 

実施団体 

独立行政法人 国立病院機構 大阪南医療センター 

企画名 

市民公開講座 第 16回がん診療アップデート 「知っていますか？緩和ケア」 

事前告知、募集の方法について(ポスター、チラシの配布など) 

河内長野市広報誌に掲載、新聞折り込み広告、大阪狭山市保健センターにポスター掲示 

病院近隣の商業施設にポスター配布、医師会など地域医療機関へのポスター配布 

院内ポスターの掲載、病院ＨＰへの掲載 

当日の実施内容について 

日時(期間) 平成 27年 5月 9日 

実 施 場 所 SAYAKAホール（大阪狭山市文化会館）大ホール 

参 加 人 数 来場者 291名 

具体的な実施内容： 

【一般講演】 

講演１「知っていますか？緩和ケア」 

講師：大阪南医療センター 中央診療科総括部長 上島成也 

講演２「身体症状コントロール『痛い、しんどい、食べられない』」 

講師：近畿大学医学部堺病院 緩和ケア科准教授 大塚 正友 

講演３「がん療養を支える〜あなたらしく生きるために〜」 

講師：大阪南医療センター 緩和ケア認定看護師 島内美紀 

講演４「がんと心」 

講師：大阪南医療センター 臨床心理士 金季実 

【特別講演】 

「アースマラソンの裏側全て話します！」 

講師：間寛平さん 

 

緩和ケアブース、がん相談支援ブース、患者会・患者サロンブース、大阪狭山市による検

診ブース、健康チェックコーナー、情報コーナーを設置 

緩和ケアブースでは、緩和ケアについて記載した押し花しおりと地域のがんに関する情報

についてのリーフレットを作成し、来場者に配布した。 

情報コーナーにおいて、緩和ケア・がん情報に関するパンフレットも配置した。 



 

 

 

 

効果について(アンケートの結果など) 

緩和ケアブースへの来場者は 66名。しおりとリーフレットは 100部配布。 

緩和ケアについては、聞いたことがあるが内容はよく知らないという来場者が多く、しお

りやリーフレットを渡すことで緩和ケアを知ってもらう機会となったと考える。 

アンケートの結果から、「緩和ケアについて知らなかった」という回答をした来場者は全体

の 18％であったが、緩和ケアについて、知りたくて来場した方も多かった。講演後のアン

ケートでは、「参考になった」と回答した来場者は全体の 84％と満足度は高かった。 

その他報告 

 

※公式ホームページ（緩和ケア.net）への掲載について  

( 掲載してもよい ・ 掲載しないでほしい ) 

●ポスター、チラシなどを作成した場合添付してください 

●当日の様子(当日配布資料、会場、イベント実施時の写真など)を添付してください 

●当日の動画を webにあげてもよろしければ、データを送付ください 

 

 

 

 

 

（チラシ・ポスター・写真など） 

 

しおりとリーフレット 

 

情報コーナー 

 

（チラシ・ポスター・写真など） 

 

緩和ケアブース 


